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研究成果の概要 

タンパク質キナーゼ LIMK1はアクチン修飾因子コフィリンをリン酸化することで、アクチン細胞骨

格を調節する。我々は LIMK1 活性を、ラパマイシンを加えることで制御できる化学遺伝学的手法

を開発した(Ripoli et al., 2023)。これにより LIMK1活性化が海馬における樹状突起スパインの長期

的な拡大とシナプス伝達の強化を誘導することを証明するだけではなく、高齢マウスにおける認知

機能低下を遅延することを示した。 

現在、高齢化社会に向かい、認知症は大きな問題となっている。そのため、LIMK1 の活性化に

より認知機能低下を遅延させることができたのは意義が深い。上記の研究では、外来遺伝子を導

入する必要があったが、薬物のみで LIMK1 を活性化させることができれば、抗認知症薬としての

利用が可能となるかもしれない。 
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